
嘘
と
新
世
紀

｜
｜
野
田
秀
樹
『
透
明
人
間
の
蒸ゆ
気げ
』
再
演
を
読
む

今

井

克

佳

要

旨

現
代
演
劇
の
代
表
的
作
家
で
あ
る
野
田
秀
樹
は
、
一
九
九
一
年
初
演
の
『
透
明
人
間
の
蒸
気
ゆ
げ

』
を
二
〇
〇
四
年
に
新
国
立
劇
場
で
再
演
し
た
。
再
演
に

あ
た
っ
て
、
野
田
は
バ
ブ
ル
末
期
の
初
演
で
は
強
調
さ
れ
な
か
っ
た
、
昭
和
史
へ
の
視
点
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
結
末
部
の
改
変
に
よ
っ
て
、
劇

作
全
体
の
意
味
合
い
を
大
き
く
転
換
し
た
。
初
演
で
は
、
透
明
人
間
に
な
る
詐
欺
師
の
主
人
公
「
透
ア
キ
ラ
」
の
、

嘘

を
つ
く
と
い
う
行
為
に
、
言

葉
に
よ
る
創
造
的
行
為
を
重
ね
合
わ
せ
、
新
世
紀
を
切
り
開
く
力
で
あ
る
と
の
表
明
が
読
み
取
れ
る
が
、
再
演
で
は
む
し
ろ
、
実
際
に
迎
え
た
新
世
紀

へ
の
失
望
と
と
も
に
、
盲
目
の
少
女
「
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
」
が
持
つ
、
言
葉
の
力
を
信
じ
る
と
い
う
営
為
に
か
す
か
な
希
望
を
見
出
し
て
い
る
。

は
じ
め
に

八
十
年
代
の
小
劇
場
演
劇
ブ
ー
ム
の
旗
手
と
し
て
登
場
し
、
今
な
お
、
日
本
の

現
代
演
劇
を
代
表
す
る
劇
作
家
・
演
出
家
・
俳
優
で
あ
る
野
田
秀
樹
に
と
っ
て
、

二
○
○
四
年
は
、「
再
演
」
の
年
と
な
っ
た
。

前
年
、
二
○
○
三
年
に
新
作
『
オ
イ
ル
』
を
上
演
し
、
一
九
九
九
年
の
『
パ
ン

ド
ラ
の
鐘
』に
続
く
テ
ー
マ
で
あ
る
太
平
洋
戦
争
と
日
本
へ
の
原
爆
投
下
を
扱
い
、

新
た
に
９
・
11
や
イ
ラ
ク
戦
争
を
想
起
さ
せ
る
内
容
で
、
過
激
な
ま
で
に
時
事
へ

の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
見
せ
た
が
、
続
い
て
の
自
作
上
演
と
し
て
、
二
○
○
四
年

三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
新
国
立
劇
場
公
演
と
し
て
、
九
二
年
ま
で
主
宰
し
て

い
た
「
劇
団
夢
の
遊
眠
社
」（
以
下
「
夢
の
遊
眠
社
」
と
略
す
。）
時
代
の
作
品
『
透

明
人
間
の
蒸ゆ
気げ
』（
以
下
、
ル
ビ
省
略
）
を
新
演
出
で
再
演

１
）

し
た
。
こ
の
作
品
の
初
演

は
、
一
九
九
一
年
八
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
シ
ア
タ
ー
コ
ク
ー
ン
で
行
わ
れ
、
一

年
後
に
解
散
す
る
「
夢
の
遊
眠
社
」
で
上
演
さ
れ
た
最
後
の
新
作
劇
と
な
っ
て
い

た
が
、
こ
の
新
国
立
劇
場
で
の
再
演
は
、
初
演
当
時
、
劇
作
の
背
景
に
紛
れ
込
ん

で
い
た
、『
パ
ン
ド
ラ
の
鐘
』、『
オ
イ
ル
』に
連
続
す
る
日
本
の
戦
前
戦
後
へ
の
歴

二
一
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史
観
に
、
よ
り
焦
点
が
あ
て
ら
れ
、
一
部
、
科
白
の
改
変
も
行
わ
れ
、
バ
ブ
ル
末

期
の
喧
騒
の
中
で
上
演
さ
れ
た
初
演
と
は
そ
の
意
味
合
い
を
異
に
す
る
も
の
と

な
っ
た
。
ま
た
新
国
立
劇
場
中
劇
場
の
広
大
な
舞
台
空
間
を
、
物
語
の
舞
台
で
あ

る
鳥
取
砂
丘
の
空
間
と
し
て
生
か
し
た
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
感
あ
ふ
れ
る
演
出
と
、
宮

沢
り
え
、
阿
部
サ
ダ
ヲ
な
ど
起
用
さ
れ
た
若
手
人
気
俳
優
の
熱
演
、
特
に
宮
沢
り

え
の
「
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
」
に
お
け
る
透
明
感
の
あ
る
演
技
が
注
目
を
集

２
）

め
た
。

さ
ら
に
二
○
○
四
年
八
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
東
急
文
化
村
主
催
に
よ
り
、

B
u
n
k
a
m
u
ra

十
五
周
年
企
画
と
し
て
、『
赤
鬼
』
３
バ
ー
ジ
ョ
ン
連
続
上
演
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
『
赤
鬼
』
は
、
一
九
九
六
年
に
、
野
田
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
シ
リ
ー

ズ
で
あ
る
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ
・
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
「
番
外
公
演
」
と
し
て
、
日
本
人
俳
優
と
イ
ギ

リ
ス
人
俳
優
（「
赤
鬼
」＝

異
人
役
）
で
初
演
さ
れ
た
も
の
が
、
九
七
年
と
九
九
年

に
は
タ
イ
語
で
タ
イ
人
俳
優
に
よ
り
演
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
英
訳
さ
れ
た
脚
本
を
も

と
に
、
九
三
年
の
留
学
以
来
、
野
田
が
国
外
で
の
活
動
の
拠
点
と
し
て
き
た
ロ
ン

ド
ン
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
人
俳
優
と
と
も
に
「
ロ
ン
ド
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
」
と
し

て
二
○
○
二
年
に
上
演
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
三
つ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
全
て
「
作
・
演

出
・
出
演

野
田
秀
樹
」
で
あ
る
が
、
そ
の
演
出
の
様
相
は
全
く
異
な
り
、
出
演

す
る
俳
優
の
人
数
で
さ
え
一
様
で
は
な
い
。
こ
の
３
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
二
ヶ
月
の
う

ち
に
、
ロ
ン
ド
ン
・
タ
イ
・
日
本
と
、
初
演
時
に
時
間
を
遡
る
順
序
（
あ
る
い
は
、

地
理
的
・
文
化
的
に
日
本
に
近
づ
く
順
序
と
い
っ
て
も
よ
い
）
で
連
続
再
演
し
た

試
み
で
あ
り
、
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
。

野
田
は
こ
の
間
、
五
月
に
、
新
国
立
劇
場
で
の
オ
ペ
ラ
『
マ
ク
ベ
ス
』
の
演
出

も
行
っ
て
い
る
し
、
二
○
○
四
年
十
二
月
か
ら
二
○
○
五
年
一
月
に
か
け
て
、
Ｎ

Ｏ
Ｄ
Ａ
・
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
本
公
演
『
走
れ
メ
ル
ス

｜
少
女
の
唇
か
ら
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト

｜
』
も
予
定
さ
れ
て
い
る
（
執
筆
時
。
ち
な
み
に
こ
れ
も
「
夢
の
遊
眠
社
」
初
期

作
の
再
演
で
あ
る
。）が
、
二
○
○
四
年
の
野
田
秀
樹
を
代
表
す
る
上
演
は
、
新
国

立
劇
場
・
東
急
文
化
村
と
い
う
外
部
劇
場
主
催
の
再
演
作
二
作
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。

二
○
○
四
年
に
上
演
さ
れ
た
二
つ
の
再
演
作
『
透
明
人
間
の
蒸
気
』
と
『
赤
鬼
』

に
は
、
共
通
し
て

嘘＝

言
葉
の
創
造
性

と
捉
え
る
観
点
が
含
ま
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
新
国
立
劇
場
で
の
再
演
作『
透
明
人
間
の
蒸
気
』を
と
り
あ
げ
、

嘘

の
果
た
す
役
割
と
位
相
を
分
析
し
な
が
ら
、
こ
の
奇
矯
で
難
解
と
も
と
れ
る
、
言

語
と
身
体
の
絡
み
合
っ
た
深
い
表
現
の
森
に
足
を
踏
み
込
ん
で
み
よ
う
と
思
う
。

な
お
、
筆
者
は
『
透
明
人
間
の
蒸
気
』
再
演
に
は
実
際
に
数
回
、
足
を
運
ん
で

い
る
。
ま
た
同
作
上
演
中
の
二
○
○
四
年
四
月
十
一
日
に
上
演
後
の
中
劇
場
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
約
一
時
間
の
「
シ
ア
タ
ー
ト
ー
ク
」
に
も
出
か
け
て
、
野
田
秀
樹

他
ス
タ
ッ
フ
の
談
話
を
聞
く
機
会
を
持

（
３
）

っ
た
。

さ
ら
に
『
透
明
人
間
の
蒸
気
』
再
演
は
衛
星
テ
レ
ビ
放
送
で
の

（
４
）

放
映
が
な
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
録
画
ビ
デ
オ
に
よ
っ
て
、
公
演
時
の
概
要
を
確
認
し
て
い
る
。
ま

た
初
演
時
の
戯
曲
は
、
野
田
秀
樹
『
透
明
人
間
の
蒸
気
』（
新
潮
社
・
新
潮
オ
ン
デ

マ
ン
ド
ブ
ッ
ク

二
○
○
四
年
三
月
）
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
お
り
、
戯
曲
の
引
用

は
特
に
こ
と
わ
り
が
な
い
か
ぎ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お

く
。

嘘
と
新
世
紀
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１

「
時
代
錯
誤
者
の
コ
ト
バ
」。

一
九
九
一
年
の
初
演
に
お
い
て
、
野
田
は
こ
の
『
透
明
人
間
の
蒸
気
』
を
そ
う

捉
え
て
い
た
（『
透
明
人
間
の
蒸
気
』
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

新
国
立
劇
場

二
○

○
四
年
）。『
透
明
人
間
の
蒸
気
』
は
前
述
し
た
通
り
「
夢
の
遊
眠
社
」
時
代
の
野

田
最
後
の
新
作
上
演
で
あ
っ
た
。「
夢
の
遊
眠
社
」は
一
九
七
六
年
に
東
京
大
学
在

学
中
の
野
田
が
旗
揚
げ
し
て
以
来
、
ち
ょ
う
ど
バ
ブ
ル
景
気
に
後
押
し
さ
れ
る
形

で
、
急
速
に
人
気
を
得
て
メ
ジ
ャ
ー
化
し
、
そ
の
過
激
な
言
葉
遊
び
と
速
度
感
あ

ふ
れ
る
身
体
表
現
に
よ
っ
て
知
ら
れ
た
。
一
九
九
二
年
の
解
散
ま
で
に
数
多
く
の

野
田
作
品
が
上
演
さ
れ
た
が
、
初
期
の
作
品
は
一
世
代
前
の
新
劇
と
ア
ン
グ
ラ
演

劇
と
の
対
立
と
は
無
関
係
に
、政
治
性
や
社
会
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
た
ず
、ス
ト
ー

リ
ー
性
に
も
こ
だ
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
野
田
自
身
も
、
演
劇
の
隆
盛
の
た

め
に
、
バ
ブ
ル
期
の
喧
騒
に
故
意
に
迎
合
し
た
面
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
遊
眠
社
時

代
に
「
演
劇
は
ス
ポ
ー
ツ
だ

」
と
心
に
も
無
い
言
葉
を
使
っ
て
「
既
成
の
演
劇

界
を
挑
発
し
た
」
と
回
想
し
て
い
る
（
前
掲
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）。

そ
う
し
た
野
田
の
作
品
に
最
初
に
、
国
家
・
政
治
に
関
す
る
テ
ー
マ
が
現
れ
始

め
た
の
は
、
一
九
八
九
年
初
演
の
『
贋
作
・
桜
の
森
の
満
開
の
下
』
で
あ
ろ
う
。

坂
口
安
吾
の
『
桜
の
森
の
満
開
の
下
』、『
耳
男
と
夜
長
姫
』
を
原
作
と
し
て
書
か

れ
た
こ
の
劇
作
で
は
、「
ヒ
ダ
（
飛
驒
）
の
王
家
」
と
い
う
中
央
と
は
別
の
架
空
の

王
家
を
登
場
さ
せ
て
、
壬
申
の
乱
の
史
実
と
関
わ
ら
せ
た
物
語
を
創
り
、
初
め
て

古
代
の
天
皇
制
と
国
家
の
輪
郭
の
問
題
を
射
程
に
入
れ
て

（
５
）

い
る
。

一
九
八
九
年
と
言
え
ば
、昭
和
天
皇
が
一
月
に
崩
御
し
、平
成
へ
と
年
号
が
変
っ

た
年
で
あ
る
。
ま
た
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
変
貌
に
よ
っ

て
社
会
主
義
国
家
の
多
く
が
動
揺
し
崩
壊
へ
向
か
い
始
め
て
い
た
時
期
で
も
あ

る
。
日
本
と
世
界
の
歴
史
の
大
き
な
転
換
点
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
ら

の
歴
史
的
事
件
を
契
機
と
し
て
、
こ
の
時
期
の
劇
作
に
、
国
家
・
天
皇
制
の
問
題

が
埋
め
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
透
明
人
間
の
蒸
気
』に
あ
ら
わ

れ
る
、二
十
世
紀
で
消
え
て
し
ま
う
モ
ノ
を
二
十
一
世
紀
へ
残
す
と
い
う
発
想
も
、

歴
史
の
転
換
点
に
立
っ
て
の
物
言
い
で
あ
り
、
野
田
が
非
常
に
敏
感
に
こ
の
歴
史

の
変
貌
期
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
の
現
れ
だ
と
感
じ
る
。

そ
の
後
、
一
九
九
一
年
に
は
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
『
透
明
人
間
の
蒸
気
』
で
戦

前
と
戦
後
の
文
化
に
つ
い
て
言
及
し
、
劇
団
解
散
後
の
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ
・
Ｍ
Ａ
Ｐ
作
品

で
は
、
第
三
回
公
演
の
『
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
』（
九
六
年
）
で
南
北
朝
時
代
の
一
休
を
主

人
公
に
、
天
皇
と
芸
能
の
関
係
を
テ
ー
マ
に
据
え
、
さ
ら
に
第
七
回
公
演
の
『
パ

ン
ド
ラ
の
鐘
』（
九
九
年
）
で
昭
和
天
皇
の
戦
争
責
任
と
原
爆
、
第
九
回
の
『
オ
イ

ル
』（
二
〇
〇
三
年
）で
は
原
爆
と
現
代
の
ア
メ
リ
カ
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
問
題
へ

と
現
代
史
へ
の
批
評
的
視
点
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
九
一
年
の
段
階
で
は
、
野
田
自
身
は
こ
の
『
透
明
人
間
の
蒸

気
』
を
「
時
代
錯
誤
者
の
コ
ト
バ
」
と
し
て
捉
え
、「
バ
ブ
ル
期
の
日
本
の
劇
場
に

押
し
か
け
て
く
る
若
い
観
客
に
向
か
っ
て
発
し
て
も
、
届
か
な
い
言
葉
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。」と
当
時
を
回
想
し
て
い
る
。
そ
の
届
か
な
か
っ
た
部
分
を
よ
り

前
面
に
押
し
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
回
の
再
演
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
言
え

る
だ
ろ
う
。
野
田
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
ぼ
ん
や
り
と
不
幸
に
な
っ
て
い
る
」
時

嘘
と
新
世
紀
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｜
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代
に
は
「
よ
り
身
近
」
に
感
じ
る
「
時
代
錯
誤
者
の
コ
ト
バ
」
な
の
だ
と
い
う
。

実
際
そ
の
予
想
は
当
た
っ
て
い
た
よ
う
で
、
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
放
映
の
録
画
番
組
の
冒

頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
野
田
は
、
初
演
時
に
比
べ
て
今
回
の
再
演
の
観
客
か
ら
は
、

自
分
た
ち
に
ひ
き
つ
け
て
こ
の
芝
居
が
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
理
解
し
よ
う

と
す
る
「
集
中
力
」
が
感
じ
ら
れ
る
、
と
言
っ
て
い
る
。

２

『
透
明
人
間
の
蒸
気
』
の
あ
ら
す
じ
に
つ
い
て
は
、
再
演
を
と
り
あ
げ
た
長
谷

部
浩
の
評
に
前
半
部
が
う
ま
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
引
用
す
る
の
が
よ
い
と

思
う
（「
焼
か
れ
た
国
旗

｜
｜
野
田
秀
樹
作
・
演
出
『
透
明
人
間
の
蒸
気
』
を

め
ぐ
っ
て
」、『
文
学
界
』
二
○
○
四
年
五
月
号
。
こ
れ
は
３
ペ
ー
ジ
に
満
た
な
い

劇
評
で
あ
る
が
、
今
回
の
再
演
の
解
説
・
劇
評
と
し
て
も
っ
と
も
優
れ
た
も
の
と

い
え
よ
う
。
以
下
本
稿
で
「
長
谷
部
」
あ
る
い
は
「
長
谷
部
評
」
と
記
し
た
引
用

は
こ
と
わ
り
が
な
い
限
り
、
こ
の
文
章
を
指
す
。）。

舞
台
は
鳥
取
砂
丘
。
花
岡
（
戯
曲
で
は
「
華
岡
」、
本
稿
で
は
「
華
岡
」
で
統

一
す
る：

筆
者
注
）
軍
医
（
手
塚
と
お
る
）、
愛
染
か
つ
ら
看
護
兵
（
高
橋
由
美
子
）

ら
は
、
銭
湯
の
番
台
や
レ
コ
ー
ド
針
、
井
戸
、
カ
ン
テ
ラ
、
ミ
ソ
カ
ツ
、
親
孝

行
な
ど
二
十
世
紀
の
モ
ノ
た
ち
を
次
の
世
紀
に
送
り
込
む
勅
命
を
受
け
て
い

る
。
モ
ノ
た
ち
と
と
も
に
、
タ
イ
ム
マ
シ
ン
の
な
か
に
入
れ
る
人
間
と
し
て
選

ば
れ
た
の
が
、
結
婚
詐
欺
師
の
透
ア
キ
ラ
（
阿
部
サ
ダ
ヲ
）
だ
っ
た
。
ア
キ
ラ
は

サ
リ
バ
バ
先
生
（
野
田
）
に
育
て
ら
れ
た
目
の
不
自
由
な
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
（
宮
沢

り
え
）を
誘
惑
す
る
。
キ
ス
さ
れ
た
ケ
ラ
は
、
ア
キ
ラ
を
奇
跡
を
起
こ
す
神
様
だ

と
思
い
こ
む
。
一
方
、
ア
キ
ラ
は
か
つ
て
結
婚
詐
欺
を
し
か
け
た
マ
ダ
ム
・
ナ

ナ
（
秋
山
菜
津
子
）
と
住
友
花
子
（
池
谷
の
ぶ
え
）
に
追
い
回
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

に
、
軍
医
ら
に
無
理
矢
理
、
タ
イ
ム
マ
シ
ン
に
乗
せ
ら
れ
る
。
タ
イ
ム
マ
シ
ン

の
故
障
で
現
在
に
と
ど
ま
る
ば
か
り
か
、
誰
の
目
に
も
見
え
な
い
透
明
人
間
と

な
る
が
、
ケ
ラ
だ
け
は
そ
の
姿
が
見
え
る
。
サ
リ
バ
バ
先
生
は
、
見
え
な
い
ア

キ
ラ
を
見
せ
物
に
し
よ
う
と
企
て
る
。

ア
キ
ラ
を
二
十
世
紀
を
生
き
た
肉
体
と
し
て
二
十
一
世
紀
に
送
る
カ
プ
セ
ル
は

果
た
し
て
「
タ
イ
ム
マ
シ
ン
」
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
か
、
な
ど
若
干
の
疑
問

は
残
る
が
、
こ
こ
ま
で
の
戯
曲
の
流
れ
を
ほ
ぼ
正
確
に
抑
え
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
後
、
サ
リ
バ
バ
は
見
世
物
小
屋
を
開
き
、
捕
え
た
ア
キ
ラ
を
使
っ
て
透
明

人
間
シ
ョ
ー
で
荒
稼
ぎ
を
す
る
。
華
岡
軍
医
一
派
は
カ
プ
セ
ル
の
爆
発
で
行
方
不

明
に
な
っ
た
ア
キ
ラ
を
探
し
出
し
、
彼
を
「
ス
サ
ノ
オ
」
の
暗
号
で
呼
び
、
透
明

な
ま
ま
に
抹
殺
を
た
く
ら
む
。
大
衆
が
ア
キ
ラ
を
「
神
」
と
す
る
の
を
嫌
い
、「
バ

ン
ダ
イ
」
の
上
に
乗
せ
る
の
は
「
現
人
神
」
以
外
に
は
な
い
と
信
じ
る
よ
う
に
な

る
か
ら
で
あ
る
。（「
バ
ン
ダ
イ
」
は
二
十
世
紀
で
消
え
て
い
く
銭
湯
の
「
番
台
」

の
こ
と
で
あ
る
が
、
次
第
に
そ
れ
が「
天
皇
陛
下
バ
ン
ダ
イ
」の
言
葉
遊
び
に
よ
っ

て
、
天
皇
制
の
謂
に
ず
ら
さ
れ
て
い
く
。）

ま
た
、
結
婚
詐
欺
師
ア
キ
ラ
に
娘
を
死
に
追
い
や
ら
れ
彼
を
追
っ
て
き
た
は
ず

の
「
父
刑
事
」
は
、
い
つ
の
ま
に
か
黄
泉
の
国
の
言
霊
で
あ
る
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス

ト
（
つ
く
も
神
）
た
ち
の
親
玉
で
あ
る
「
イ
ザ
ナ
ミ
の
ミ
コ
ト
」
の
役
柄
に
反
転
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し
、
カ
プ
セ
ル
の
爆
発
で
死
ん
だ
マ
ダ
ム
・
ナ
ナ
と
住
友
花
子
は
、
イ
ザ
ナ
ミ
率

い
る
黄
泉
の
国
の
コ
ト
ダ
マ
軍
団（
黄ヨモ
泉ツイ
軍クサ
）の
一
員
と
な
る
。
こ
の
恨
み
を
も
っ

た
コ
ト
ダ
マ
た
ち
は
、
ア
キ
ラ
を
追
っ
て
こ
の
世
に
戻
っ
て
く
る
が
、
と
り
つ
い

た
モ
ノ
が
二
十
世
紀
で
消
え
て
い
く
モ
ノ
だ
っ
た
た
め
、
憔
悴
し
て
し
ま
う
。
し

か
し
ア
キ
ラ
（
ス
サ
ノ
オ
）
を
最
後
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
追
い
か
け
る
。

こ
う
し
て
二
つ
の
集
団
に
追
わ
れ
る
ア
キ
ラ
だ
が
、
実
は
ケ
ラ
と
謀
っ
て
す
で

に
、
サ
リ
バ
バ
の
見
世
物
小
屋
を
抜
け
出
し
て
い
た
。
ア
キ
ラ
は
ケ
ラ
と
結
婚
し
、

大
晦
日
ま
で
に
ケ
ラ
を
迎
え
に
来
る
と
い
う
言
葉
を
残
し
、
逃
亡
し
た
の
だ
。
ケ

ラ
は
そ
の
言
葉
を
信
じ
、
ア
キ
ラ
が
そ
こ
に
存
在
す
る
か
の
ご
と
く
に
振
る
舞
っ

て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
ア
キ
ラ
が
ケ
ラ
と
と
も
に
い
る
と
思
い
込
ん
だ
華
岡
軍
医

た
ち
と
つ
く
も
神
の
二
つ
の
軍
団
に
追
わ
れ
、
ケ
ラ
は
砂
丘
に
逃
げ
る
が
、
そ
こ

に
ア
キ
ラ
が
戻
っ
て
く
る
…
…
。

ま
さ
に
長
谷
部
の
言
う
ご
と
く
「
キ
マ
イ
ラ
の
よ
う
な
奇
っ
怪
な
身
体
を
持
っ

た
劇
」
で
あ
る
。「
夢
の
遊
眠
社
」
時
代
の
作
の
傾
向
に
漏
れ
ず
、
首
尾
一
貫
し
た

ス
ト
ー
リ
ー
を
導
き
出
す
こ
と
の
困
難
な
、
空
間
も
言
葉
も
メ
ビ
ウ
ス
の
輪
の
よ

う
に
反
転
し
続
け
、
観
る
も
の
を
眩
惑
さ
せ
混
乱
に
陥
れ
る
作
品
だ
。

前
出
の
長
谷
部
評
は
、
こ
の
再
演
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
「
三
つ
の
主
要
な
筋
」
を

見
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
第
一
に
、
こ
と
ば
に
よ
っ
て
人
を
騙
す
こ
と
を

職
業
と
し
て
き
た
ア
キ
ラ
を
、
芸
能
者
の
末
裔
と
す
る
視
点
」、「
第
二
に
、
華
岡

軍
医
ら
凶
器
に
陥
っ
て
い
く
過
程
に
は
、
昭
和
天
皇
へ
の
愛
情
と
憎
悪
を
入
り
交

じ
っ
た
か
た
ち
で
つ
の
ら
せ
る
三
島
由
紀
夫
の
姿
が
二
重
写
し
に
な
る
」、そ
し
て

「
第
三
に
鳥
取
砂
丘
に
隠
さ
れ
た
黄
泉
の
国
の
住
人
た
ち
」
は
「
怨
念
に
満
ち
た

存
在
と
し
て
描
き
出
し
て
い
る
」
と
す
る
。
本
稿
も
長
谷
部
に
従
っ
て
、
こ
の
三

者
を
め
ぐ
っ
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

３

ま
ず
は
、
物
語
の
柱
と
な
る
、
透
明
人
間
と
な
っ
た
結
婚
詐
欺
師
、「
透とおるア
キ
ラ
」

に
つ
い
て
で
あ
る
。
長
谷
部
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

ア
キ
ラ
は
こ
と
ば
に
色
彩
を
感
じ
、
こ
と
ば
が
こ
と
ば
を
呼
び
出
す
言
霊
の

ち
か
ら
を
信
じ
て
き
た
。
し
か
し
ア
キ
ラ
に
と
っ
て
、
恋
愛
や
結
婚
と
い
う
目

的
に
こ
だ
わ
る
ナ
ナ
や
花
子
は
、
単
に
詐
欺
を
仕
掛
け
る
相
手
で
し
か
な
か
っ

た
。
足
の
裏
で
形
を
確
か
め
、
音
を
聞
き
、
じ
ぶ
ん
じ
し
ん
で
感
じ
る
も
の
を

直
感
的
に
信
頼
す
る
ケ
ラ
と
出
会
っ
て
、
は
じ
め
て
ア
キ
ラ
は
、
ひ
と
た
び
放

た
れ
れ
ば
消
え
て
い
く
こ
と
ば
を
純
粋
に
鑑
賞
し
て
く
れ
る
存
在
を
手
に
入
れ

た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
戯
曲
（
初
演
）
に
よ
れ
ば
「
第
一
場
」
の
舞
台
設
定
と
し
て
「
舞
台

に
は
何
も
な
い
。
╱
╱
緞
帳
の
か
わ
り
の
大
き
な
日
の
丸
。
╱
そ
の
日
の
丸
に
、

╱
╱
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
、
悲
劇
で
終
わ
っ
た
の
は
、
も
う
昔
の
こ
と

だ
』
╱
╱
と
書
か
れ
て
あ
る
。」
と
あ
る
。
こ
の
言
葉
通
り
、
注
意
深
く
こ
の
劇
作

を
読
め
ば
、
ア
キ
ラ
と
ケ
ラ
の
物
語
が
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
の
悲
恋
を

下
敷
き
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
比
較
的
容
易
に
知
れ
る
。
こ
の
日
の
丸
の
緞
帳
は
、

開
演
と
と
も
に
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
の
傘
に
変
わ
り
、
華
岡
軍
医
た
ち
が
降
下
し
て
く
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る
と
い
う
演
出
の
後
、
二
十
一
世
紀
に
残
す
モ
ノ
を
包
む
巨
大
な
「
大
風
呂
敷
」

と
な
る
。

し
か
し
、
再
演
の
新
演
出
で
は
舞
台
を
覆
う
日
の
丸
に
は
何
も
書
か
れ
て
い
な

い
。
最
終
部
の
科
白
が
削
ら
れ
て
、
結
末
が
改
変
さ
れ
、
再
演
で
は
ア
キ
ラ
と
ケ

ラ
の
物
語
は
悲
劇
の
ま
ま
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
今
回
の

再
演
の
意
味
合
い
の
最
も
大
き
な
変
化
が
見
て
取
れ
る
の
だ
が
詳
述
は
後
に
回

す
。ア

キ
ラ
は
、
物
語
の
冒
頭
、
結
婚
詐
欺
師
と
し
て
鳥
取
砂
丘
に
逃
げ
て
く
る
。

こ
の
時
点
で
は
ア
キ
ラ
は
透
明
で
は
な
い
。
偶
然
ケ
ラ
と
出
会
っ
て
、
戯
れ
に
キ

ス
を
す
る
。
こ
の
キ
ス
を
「
奇
蹟
を
起
こ
す
神
様
の
蒸ゆ
気げ
」
で
あ
る
と
ケ
ラ
は
信

じ
る
の
だ
が
、
ア
キ
ラ
に
と
っ
て
は
日
常
茶
飯
事
の

嘘

に
過
ぎ
な
い
。
後
に

ア
キ
ラ
は
ケ
ラ
に
言
う
。

透
ア
キ
ラ

湯
水
の
よ
う
に
、嘘
が
沸
い
て
で
る
。そ
れ
は
う
わ
の
空
に
向
か
っ

て
い
く
嘘
の
洪
水
。
天
に
届
か
な
い
こ
と
を
忘
れ
た
噴
水
だ
。
噴
水
は
バ
カ

だ
か
ら
、
空
ま
で
の
距
離
な
ん
て
わ
か
り
ゃ
し
な
い
。
夢
中
に
な
っ
て
、
噴

き
あ
げ
る
。
噴
い
て
噴
い
て
噴
き
ま
く
る
。（
第
十
場
62
ペ
ー
ジ
）

透
ア
キ
ラ

（
神
様
は
）
こ
の
世
の
は
じ
め
に
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
嘘

を
噴
き
あ
げ
ち
ま
っ
た
だ
け
な
ん
だ
。
そ
の
こ
と
に
気
が
つ
く
の
が
恐
い
ん

だ
。
だ
か
ら
自
分
が
う
わ
の
空
で
あ
り
つ
づ
け
る
た
め
に
、
う
わ
の
空
に
噴

き
ま
く
り
、
つ
い
つ
い
犯
行
を
く
り
か
え
し
ち
ま
う
ん
だ
。（
同
63
ペ
ー
ジ
）

ア
キ
ラ
は
二
十
世
紀
を
生
き
た
肉
体
の
代
表
と
し
て
、
華
岡
軍
医
等
に
選
ば
れ

る
。
華
岡
軍
医
等
に
寄
れ
ば
「
腐
っ
た
ヤ
ツ
ほ
ど
腐
り
に
く
い
」
か
ら
で
あ
り
「
砂

丘
を
一
人
で
歩
い
て
い
る
人
間
が
い
な
く
な
っ
て
も
誰
も
気
に
し
な
い
」
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
、
ア
キ
ラ
が

嘘

を
つ
く
こ
と
を
な
り
わ
い
と
し
、
生
き
延
び

て
き
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
言
葉
の
力
を
自
在
に
操
れ
る
人
間
、
言
葉
に
よ
っ
て

虚
構
を
作
り
出
し
、
そ
れ
を
真
実
と
し
て
信
じ
さ
せ
て
し
ま
う
だ
け
の
力
を
持
っ

た
存
在
を
二
十
一
世
紀
へ
と
残
し
た
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
軍
医
は

文
化
防
衛
者
で
あ
り
、
三
島
由
紀
夫
の
影
を
背
負
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
創
作
家

で
も
あ
る
。
言
葉
の
力
を
後
世
に
残
そ
う
と
す
る
は
当
然
な
の
だ
。
後
に
透
明
に

な
っ
た
ア
キ
ラ
が
、サ
リ
バ
バ
に
捕
え
ら
れ
て
、見
せ
物
小
屋
で
透
明
人
間
シ
ョ
ー

に
使
わ
れ
る
の
も
、
ア
キ
ラ
の

嘘

を
つ
く
力＝

芸
術
創
造
の
力
を
活
用
し
て

の
こ
と
と
捉
え
て
い
け
る
。
ア
キ
ラ
は
一
見
、
人
を
騙
し
、
不
幸
に
す
る
犯
罪
者

と
見
え
て
、
そ
の
劇
中
で
の
意
味
合
い
は
、
言
葉
に
よ
っ
て
創
り
出
す
者
、
創
造

者
・
芸
術
家
・
芸
能
者
と
の
位
置
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
、
世
の
中

は
ア
キ
ラ
を
そ
の
よ
う
に
は
見
な
い
。
父
刑
事
・
ナ
ナ
・
花
子
に
と
っ
て
は
詐
欺

師
な
の
で
あ
る
。

４

で
は
ア
キ
ラ
が
透
明
に
な
っ
た
こ
と
の
意
味
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

ア
キ
ラ
は
、
華
岡
軍
医
た
ち
に
用
意
さ
れ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
マ
ダ
ム
・
ナ

ナ
と
と
も
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
う
。
ナ
シ
の
変
種
「
二
十
一
世
紀
」
を
食
べ
れ
ば
、
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百
年
の
眠
り
の
後
に
目
覚
め
て
よ
み
が
え
る
と
い
う
。
誰
も
そ
れ
を
実
証
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
だ
が
、
華
岡
ら
は
無
理
や
り
ア
キ
ラ
を
実
験
台
に
し
て
新
世
紀

に
送
り
込
も
う
と
し
た
の
だ
。
そ
こ
に
や
は
り
ア
キ
ラ
に
だ
ま
さ
れ
た
住
友
花
子

が
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
抱
え
て
乱
入
し
て
き
た
た
め
、
大
爆
発
が
起
こ
り
、
実
験
は

失
敗
と
な
る
。
爆
発
の
後
「
第
七
場
」
で
は
「
煙
の
向
こ
う
に
、
バ
ン
ダ
イ
が
ひ

と
つ
残
る
」。
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
は
直
感
的
に
「
と
く
べ
つ
な
日
」
が
来
た
と
理
解
す

る
。ヘ

レ
ン
・
ケ
ラ

万
引
き
し
て
い
て
、
ガ
ー
ド
マ
ン
に
手
首
を
つ
か
ま
れ
た
時
、

世
界
が
突
然
、
手
袋
の
よ
う
に
裏
返
し
に
な
る
っ
て
い
う
で
し
ょ
う
。

サ
リ
バ
バ
先
生

じ
ゃ
あ
、
今
あ
た
し
は
裏
返
し
に
な
っ
た
世
界
を
見
て
い

る
っ
て
い
う
の
か
い
。

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ

奇
蹟
が
起
っ
て
い
る
の
よ
。（
第
七
場
39
ペ
ー
ジ
）

再
び
長
谷
部
評
に
よ
れ
ば
、「
今
回
の
新
演
出
で
は
、
タ
イ
ム
マ
シ
ン
の
事
故
の

後
、
舞
台
全
面
に
中
心
部
が
焼
け
こ
げ
た
日
の
丸
を
出
し
、
そ
の
巨
大
な
穴
を
埋

め
る
よ
う
に
星
条
旗
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
タ
イ
ム
マ
シ
ン
の
事

故
と
は
、
敗
戦
と
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
文
化
の
流
入
を
指
し
て
い
る
と
わ
か
る
」。

厳
密
に
は
、
爆
発
の
直
後
に
は
、
焼
け
焦
げ
た
日
の
丸
の
み
が
あ
り
、
そ
こ
を
星

条
旗
が
ふ
さ
ぎ
、
こ
の
世
に
戻
っ
て
き
た
黄
泉
の
国
の
コ
ト
ダ
マ
た
ち
が
戻
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
は
翌
日
な
の
だ
が
、
こ
の
評
の
通
り
爆
発
が
太
平
洋
戦
争
の

敗
戦
を
示
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
長
谷
部
は
指
摘
し
て
い
な
い
が
、

こ
の
爆
発
は
、
広
島
や
長
崎
へ
の
原
子
爆
弾
の
投
下
そ
の
も
の
を
暗
示
さ
せ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
ア
キ
ラ
は
こ
の
爆
発
に
よ
っ
て
、「
カ
ワ
」
を
な
く
す
の
で
あ
り
「
肌

に
障
害
を
持
っ
た
人
（
戯
曲
で
は
「
肌
の
不
自
由
な
人
」）」
と
し
て
透
明
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
戯
曲
で
は
、
透
明
に
な
っ
た
ア
キ
ラ
の
抜
け
殻
と
し
て
、

マ
ネ
キ
ン
が
華
岡
軍
医
の
も
と
に
回
収
さ
れ
る
の
だ
が
、
再
演
で
は
こ
れ
も
、
ペ

ラ
ペ
ラ
に
な
っ
た
人
間
の
「
カ
ワ
」
を
愛
染
か
つ
ら
が
持
っ
て
く
る
と
い
う
演
出

に
変
わ
る
。
原
爆
投
下
直
後
の
被
爆
者
の
実
態
を
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
す
り
込
ま
せ

て
い
る
の
で
あ
る
。（
も
ち
ろ
ん
ア
キ
ラ
は
被
爆
者
と
し
て
の
意
味
を
劇
中
で
持
ち

続
け
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
場
面
か
ぎ
り
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
「
カ
ワ
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
様
々
に
持
続
し
て
い
く
。）「
バ
ン
ダ
イ
」
だ
け

が
残
る
の
も
、
敗
戦
に
よ
っ
て
全
て
の
政
治
体
制
が
変
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず

天
皇
制
は
維
持
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
初
演
当
時
の
野
田
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、「『
透
明
』
は
い
ま
の
日
本
人
を

象
徴
す
る
こ
と
ば
」で
あ
る
。「
戦
前
の
日
本
人
は
こ
と
ば
に
よ
っ
て
神
を
作
り
出

し
、
こ
と
ば
を
ゆ
ら
ぎ
よ
う
の
な
い
絶
対
の
も
の
と
考
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
そ

の
絶
対
的
な
も
の
が
突
然
ふ
っ
と
消
え
て
し
ま
い
、
こ
と
ば
へ
の
信
頼
も
ゼ
ロ
に

な
っ
た
。
そ
れ
以
後
の
日
本
人
は
、
ず
っ
と
『
透
明
』
な
ん
だ
と
思
う
の

６
）

で
す
。」
挑

発
・
揶
揄
・
韜
晦
を
特
徴
と
す
る
野
田
の
談
話
の
引
用
で
あ
る
た
め
、
一
概
に
信

頼
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ
が
、
こ
こ
で
も
「
透
明
」
に
な
っ
た
こ
と
の
意

味
が
戦
前
戦
後
の
違
い
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
点
は
注
目
で
き
る
。
敗
戦
に
よ
る

全
て
の
価
値
観
の
「
裏
返
し
」
に
よ
っ
て
、
言
葉
は
、
容
易
に
意
味
を
反
転
さ
せ

る
信
頼
性
の
な
い
軽
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
、
言
葉
の
実
態
が
誰
に
も
「
見
え
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な
く
」
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
ア
キ
ラ
を
透
明
に
さ
せ
た
第
一
義
で
あ

ろ
う
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
な
ぜ
劇
後
半
で
、
黄
泉
の
国
か
ら
や
っ
て
き
た
コ
ト
ダ
マ
た

ち
（
つ
く
も
神
）
に
ア
キ
ラ
が
狙
わ
れ
る
の
か
が
わ
か
る
。
コ
ト
ダ
マ
た
ち
は
ア

キ
ラ
（
ス
サ
ノ
オ
）
を
恨
ん
で
い
る
。
表
面
的
に
は
、
イ
ザ
ナ
ギ
に
捨
て
ら
れ
た

イ
ザ
ナ
ミ
の
ミ
コ
ト
の「
憎
悪
の
和
音
」（
つ
ま
り
男
に
捨
て
ら
れ
た
女
の
恨
み
の

古
代
代
表
で
あ
る
）
が
「
つ
く
も
神
」
に
な
っ
た
と
さ
れ
、
さ
ら
に
は
ア
キ
ラ
に

騙
さ
れ
て
爆
発
に
よ
っ
て
死
ん
で
「
つ
く
も
神
」
と
な
っ
た
ナ
ナ
と
花
子
の
恨
み

を
も
分
か
っ
て
い
る
の
だ
が
、
彼
ら
は
古
代
の
「
コ
ト
ダ
マ
」
で
も
あ
る
。
言
葉

に
力
が
あ
り
、
言
葉
を
発
す
る
だ
け
で
事
実
が
存
在
し
た
古
代
の
コ
ト
ダ
マ
は
、

戦
前
に
お
い
て
も
す
で
に
失
わ
れ
て
恨
み
を
持
ち
な
が
ら
も
黄
泉
の
国
に
存
在
し

て
い
た
。
敗
戦
（
爆
発
）
に
よ
っ
て
、
コ
ト
ダ
マ
た
ち
は
こ
の
世
と
あ
の
世
の
間

の
千
引
き
の
岩
が
ふ
っ
と
ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
穴
（
新
演
出
で
は
破
れ

た
国
旗
の
穴
で
あ
る
）
を
通
っ
て
こ
の
世
に
現
れ
る
。
敗
戦
に
よ
っ
て
、
現
人
神

天
皇
に
「
神
」
と
「
言
葉
」
が
集
約
さ
れ
て
い
た
時
代
が
終
わ
っ
た
こ
と
の
表
現

で
あ
る
。
一
度
は
こ
の
世
に
戻
れ
た
コ
ト
ダ
マ
た
ち
も
、
コ
ト
ダ
マ
で
あ
る
が
故

に
モ
ノ
に
と
り
つ
い
て
い
な
け
れ
ば
生
き
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
と
り
つ
い
た
モ

ノ
は
二
十
世
紀
で
消
え
て
い
く
モ
ノ
ば
か
り
。
な
お
か
つ
破
れ
た
国
旗
の
穴
は
一

晩
の
う
ち
に
ア
メ
リ
カ
国
旗
に
よ
っ
て
封
鎖
さ
れ
て
し
ま
い
黄
泉
の
国
に
も
戻
れ

な
い
。
ア
メ
リ
カ
文
化
の
流
入
に
よ
っ
て
「
ミ
ソ
カ
ツ
」
や
「
お
父
さ
ん
」
と
い
っ

た
二
十
世
紀
の
モ
ノ
・
価
値
観
と
と
も
に
消
失
し
て
し
ま
う
危
機
に
陥
る
。
ア
キ

ラ
を
恨
ん
で
、
追
い
か
け
る
コ
ト
ダ
マ
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
芸
能
者＝

創
造

者
の
力
に
す
が
っ
て
生
き
延
び
よ
う
と
す
る
古
代
の
言
葉
の
息
吹
の
名
残
で
あ
る

と
も
言
え
る
の
だ
。

５

さ
ら
に
い
う
な
ら
ば
、「
皮
膚
」感
覚
を
な
く
し
た
ア
キ
ラ
は
、
芸
能
に「
体
感
」

が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
の
比
喩
に
も
な
っ
て
い
る
。「
体
感
」「
触
覚
」
を
失
う
こ

と
は
他
者
と
の
繫
が
り
を
失
う
こ
と
で
あ
る
。

透
ア
キ
ラ

闇
が
人
を
孤
独
に
し
て
も
、
誰
か
の
肌
に
触
れ
れ
ば
孤
独
で
は
な

く
な
る
。
肌
は
光
と
同
じ
だ
。
人
間
を
闇
か
ら
す
く
い
あ
げ
る
。
そ
の
肌
が

消
え
ち
ま
い
や
が
っ
た
。
俺
の
肌
は
盲
目
だ
。（
第
十
場
59
ペ
ー
ジ
）

肌
と
肌
の
触
れ
合
い
を
失
い
、
孤
独
の
中
に
放
り
込
ま
れ
た

透
明
人
間

と

し
て
の
現
代
人
。
そ
れ
は
つ
ま
り
メ
デ
ィ
ア
、
特
に
テ
レ
ビ
文
化
や
電
子
通
信
手

段
の
普
及
に
よ
り
、
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
り
、
娯
楽
の
現
場
に
お
い
て
も
演
劇

よ
り
も
映
画
、
映
画
よ
り
も
テ
レ
ビ
、
と
メ
デ
ィ
ア
化
が
進
み
、
情
報
の
大
量
消

費
社
会
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
。
ア
キ
ラ
は
ま
さ
に
テ

レ
ビ
映
像
の
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
な
く
、
現
れ
て
は
消
え
て
し
ま
う

透
明
人
間

な
の
で
あ
る
。
二
○
○
一
年
の
『
２
０
０
１
人
芝
居
』
で
は
、
映
像
に
翻
弄
さ
れ

る
日
本
人
の
像
を
モ
ニ
タ
装
置
の
あ
る
一
人
芝
居
と
し
て
表
現
し
た
よ
う
に
野
田

は
常
に
テ
レ
ビ
文
化
の
氾
濫
に
演
劇
の
側
か
ら
問
題
意
識
を
投
げ
掛
け
て
き
た
。

ア
キ
ラ
の
透
明
さ
に
は
、
こ
う
し
た
現
代
の
メ
デ
ィ
ア
文
化
を
撃
つ
と
い
う
側
面
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も
確
実
に
含
め
ら
れ
て
い
る
。

あ
る
い
は
ま
た
、
こ
の
ア
キ
ラ
自
身
が
、
バ
ブ
ル
景
気
に
乗
り
言
葉
の
軽
や
か

な

嘘

で
観
客
を
騙
し
続
け
て
い
る
野
田
自
身
と
「
夢
の
遊
眠
社
」
へ
の
批
評

だ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
自
ら
の
演
劇
そ
の
も
の
へ
の
批
評
と
し
て

こ
の
劇
自
身
が
な
り
た
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
の
だ
。（
長
谷
部
浩
も
、
初
演
当
時

の
劇
評
「
海
の
皮
膚
」
で
、「
よ
く
書
け
た
戯
曲
が
い
つ
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

『
透
明
人
間
の
蒸
気
』
を
、
演
劇
に
対
す
る
自
己
批
評
と
読
み
変
え
る
こ
と
も
で

き
る
。
私
た
ち
の
東
京
の
小
劇
場
運
動
は
あ
る
成
熟
を
迎
え
、
同
時
に
袋
小
路
に

入
っ
て
も
い
る
。」
と
し
て
い

７
）

る
。

だ
か
ら
こ
そ
ア
キ
ラ
は
、
皮
膚
を
求
め
て
、
も
う
一
度
透
明
で
な
く
な
る
こ
と

を
願
う
。
そ
の
た
め
に
は
芸
能
者
と
し
て

嘘

を
演
じ
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
。
透
明
人
間
で
な
く
な
る
方
法
が
「
バ
ン
ダ
イ
の
蒸
気
の
向
こ
う
」
の
「
黄

泉
の
国
の
湯
に
つ
か
れ
ば
い
い
」
こ
と
を
知
っ
た
ア
キ
ラ
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

透
ア
キ
ラ

俺
は
、
こ
れ
か
ら
透
明
人
間
の
役
を
演
じ
き
っ
て
み
せ
る
。
そ
し

て
嘘
八
百
万
の
神
様
が
で
て
く
る
ハ
ナ
シ
の
中
に
黄
泉
の
国
の
湯
壺
を
捜
し

あ
て
る
ん
だ
。（
第
十
七
場
102
ペ
ー
ジ
）

自
己
批
評
と
い
う
意
味
で
は
、
サ
リ
バ
バ
先
生
も
ま
た
、
芸
能
者
と
し
て
の
自

己
批
評
を
背
負
う
存
在
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
サ
リ
バ
バ
は
、
ケ
ラ
に
と
っ
て
先

生
と
い
う
よ
り
は
一
緒
に
暮
ら
す
母
親
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
が
、
ケ
ラ
に
世
の

中
は
悪
意
に
満
ち
た
存
在
だ
と
教
え
よ
う
と
し
、
自
身
も
ま
た
悪
意
に
満
ち
て
い

る
。「
ヨ
ソ
者
」と
し
て
差
別
さ
れ
る
自
分
た
ち
が
生
き
る
に
は
金
儲
け
を
す
る
し

か
な
い
こ
と
も
知
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は

被
差
別
者＝

芸
能
者

と
し
て
、
サ

リ
バ
バ
の
家
が
芸
能
者
の
家
系
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
サ
リ
バ

バ
は
、
黄
泉
の
国
と
の
境
を
知
り
つ
く
し
た
「
ダ
ツ
エ
バ
バ
ア
」
で
も
あ
る
。
芸

能
者
は
彼
岸
と
の
通
信
が
可
能
な
巫
女
と
し
て
成
り
立
っ
て
き
た
と
い
う
側
面
も

サ
リ
バ
バ
に
こ
め
ら
れ
て
い
る
。サ
リ
バ
バ
は
、黄
泉
の
国
と
の
境
に
現
れ
る
様
々

な
化
け
物
を
捕
え
て
商
売
を
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
物
珍
し
さ
に
よ
っ
て
大
衆
の

目
を
ひ
き
つ
け
商
売
に
結
び
つ
け
る
、
現
代
の
芸
能
者
の
あ
り
方
を
撃
っ
て
い
る

と
も
考
え
ら
れ
る
。
初
演
お
よ
び
再
演
に
お
い
て
こ
の
サ
リ
バ
バ
先
生
役
を
野
田

自
身
が
演
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
野
田
本
人
の
自
己
批
評
の
一
端
と
考
え
る
こ
と

も
で
き
よ

８
）

う
。

で
は
、
な
ぜ
ケ
ラ
に
だ
け
は
ア
キ
ラ
が
見
え
る
の
か
。「
私
に
は
嘘
と
愛
の
区
別

が
つ
き
ま
せ
ん
」（
第
十
九
場
）と
言
う
ケ
ラ
は
、
ア
キ
ラ
の
言
う
こ
と
を
片
端
か

ら
信
じ
て
し
ま
う
。
い
わ
ば

無
垢

の
存
在
で
あ
る
。
物
語
の
冒
頭
、
サ
リ
バ

バ
は
ケ
ラ
に
「
憎
悪
」「
キ
ラ
イ
」
と
い
う
言
葉
を
覚
え
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
ケ

ラ
は
ど
う
し
て
も
口
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
長
谷
部
評
は
「
足
の
裏
で
形
を

確
か
め
、
音
を
聞
き
、
じ
ぶ
ん
じ
し
ん
で
感
じ
る
も
の
を
直
感
的
に
信
頼
す
る
ケ

ラ
」
は
「
ア
キ
ラ
に
と
っ
て
ひ
と
た
び
放
た
れ
れ
ば
消
え
て
い
く
こ
と
ば
を
純
粋

に
鑑
賞
し
て
く
れ
る
存
在
」
と
す
る
。
が
、
む
し
ろ
ケ
ラ
は
、
ア
キ
ラ
の
実
体
の

な
い
言
葉
を
実
体
化
し
て
し
ま
う
存
在
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ア
キ
ラ
は
ケ

ラ
に
「
神
様
」
と
し
て
全
幅
の
信
頼
を
置
か
れ
る
が
ゆ
え
に
、
ケ
ラ
を
裏
切
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。
ケ
ラ
を
大
晦
日
ま
で
に
迎
え
に
来
る
と

嘘

を
つ
い
て
砂

224

二
九

嘘
と
新
世
紀

｜
｜
野
田
秀
樹
『
透
明
人
間
の
蒸
気
』
再
演
を
読
む



丘
を
逃
げ
出
し
た
は
ず
な
の
に
、
最
終
部
、
追
い
つ
め
ら
れ
た
ケ
ラ
の
も
と
に
ア

キ
ラ
は
戻
っ
て
き
て
し
ま
う
。
視
覚
や
聴
覚
で
な
い
新
た
な
感
覚
を
有
し
、
そ
し

て

無
垢

の
信
頼
を
与
え
る
存
在
。
そ
れ
の
み
が
透
明
な
言
葉
を

嘘

か
ら

真
実

に
変
え
る
も
の
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の

無
垢

と
い
う
問
題
は
か
た
ち
を
微
妙
に
変
え
な
が
ら
、
も
う
一
つ
の
二
○
○
四
年
の
再

演
作
『
赤
鬼
』
の
語
り
手
、
頭
の
足
り
な
い
「
と
ん
び
」
の
問
題
に
繫
が
っ
て
い

る
。『
赤
鬼
』
の
最
終
部
、
悲
劇
的
な
結
末
に
語
り
手
で
あ
る
「
と
ん
び
」
だ
け
は

絶
望
し
な
い
。
そ
れ
は
「
い
ろ
ん
な
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
て
な
い
か
ら
」
な
の
で

あ
り
、
彼
は

無
垢

で
あ
る
が
ゆ
え
に
希
望
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
存
在
な
の
で

あ
る
。

６

さ
て
、
華
岡
軍
医
一
派
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
こ
う
。
長
谷
部
評
は
「
文
化
防

衛
を
指
示
さ
れ
、
任
務
を
遂
行
し
よ
う
と
熱
中
す
る
う
ち
に
、
や
が
て
花
岡
軍
医

は
、
ア
キ
ラ
を
神
代
の
ス
サ
ノ
オ
に
見
立
て
て
い
く
。
高
天
ケ
原
で
天
照
大
神
に

刃
向
か
い
、
出
雲
で
八
岐
大
蛇
を
退
治
し
、
大
国
主
命
に
試
練
を
課
し
た
ス
サ
ノ

オ
の
幻
影
に
振
り
回
さ
れ
て
い
く
軍
医
は
、
手
塚
と
お
る
の
好
演
も
あ
っ
て
鬼
気

迫
る
も
の
と
な
っ
た
。」
と
記
す
。

「
愛
染
か
つ
ら
看
護
兵
」「
ロ
ボ
ッ
ト
三
等
兵
」「
の
ら
く
ろ
軍
曹
」
と
い
っ
た

昭
和
の
メ
デ
ィ
ア
ス
タ
ー
を
名
に
冠
し
た

９
）

一
団
は
、
日
米
開
戦
の
日
付
で
あ
る
昭

和
十
六
年
十
二
月
八
日
に
下
っ
た
、
二
十
世
紀
を
後
世
に
伝
え
よ
、
と
い
う
勅
命

を
実
行
に
移
し
て
い
る
。
任
務
中
に
平
成
の
年
号
の
新
聞
を
み
つ
け
、
既
に
昭
和

天
皇
が
崩
御
し
た
こ
と
を
知
っ
て
も
、
ま
た
、
二
十
世
紀
の
文
化
を
伝
え
よ
と
の

命
令
で
は
な
く
、
単
に
ナ
シ
の
品
種
を
保
存
せ
よ
と
の
命
令
だ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
と
の
疑
念
が
起
こ
っ
て
も
、
彼
ら
は
任
務
を
遂
行
し
続
け
る
。

彼
ら
は
文
化
的
保
守
主
義
者
で
あ
る
。
昭
和
十
六
年
の
日
米
開
戦
自
体
が
、
日

本
文
化
の
防
衛
の
た
め
だ
っ
た
と
し
、
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
文
化
の
浸
透
に
も
異
議

を
唱
え
て
い
く
。
し
か
し
す
ぐ
れ
た
芸
術
家
・
劇
作
家
で
あ
っ
た
三
島
由
紀
夫
が
、

日
本
文
化
の
価
値
観
を
欧
米
に
対
し
て
防
衛
し
よ
う
と
す
る
が
ゆ
え
に
、
現
人
神

と
し
て
の
天
皇
に
こ
だ
わ
り
、
人
間
宣
言
を
し
た
昭
和
天
皇
に
異
を
唱
え
、
最
終

的
に
は
自
衛
隊
本
部
で
の
割
腹
自
殺
を
遂
げ
た
よ
う
に
、
華
岡
軍
医
も
ま
た
、
硬

直
し
た
文
化
的
一
元
論
に
向
か
っ
て
し
ま
い
、そ
の
た
め
に
は
方
法
を
選
ば
な
い
。

華
岡
軍
医
は
、
ア
キ
ラ
が
「
神
」
と
し
て
い
わ
ば
メ
デ
ィ
ア
ス
タ
ー
の
位
置
に
祭

り
上
げ
ら
れ
る
（
バ
ン
ダ
イ
の
上
に
乗
る
）
こ
と
を
許
そ
う
と
し
な
い
。
天
皇
以

外
に
バ
ン
ダ
イ
の
上
の
「
神
」
は
い
な
い
か
ら
だ
。

華
岡
軍
医

天
国
と
地
獄
に
何
億
の
神
が
い
よ
う
と
、
地
上
の
神
は
ひ
と
り
で

よ
い
。

愛
染
か
つ
ら
看
護
兵

ア
ラ
ヒ
ト
神
で
あ
り
ま
す
か
。

華
岡
軍
医

我
々
は
そ
の
お
コ
ト
バ
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ
の
ア
ラ
ヒ
ト
神

に
か
み
つ
く
ス
サ
ノ
オ
を
つ
く
り
だ
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

愛
染
か
つ
ら
看
護
兵

二
十
世
紀
の
梨
も
ぎ
の
任
務
が
、
二
十
一
世
紀
の
神
を

つ
く
り
だ
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
か
。
実
験
は
失
敗
だ
っ
た
の
で
す
か
。

（
中
略
）
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華
岡
軍
医

だ
が
、今
は
ま
だ
ス
サ
ノ
オ
の
存
在
に
誰
も
気
づ
い
て
は
い
ま
い
。

ロ
ボ
ッ
ト
三
等
兵

見
世
物
小
屋
に
紛
れ
て
い
る
か
ら
で
す
ね
。

華
岡
軍
医

消
え
て
い
る
も
の
は
、
消
え
て
い
る
う
ち
に
消
そ
う
。（
第
十
五
場

91
〜
92
ペ
ー
ジ
）

こ
う
し
て
、
華
岡
一
派
は
ス
サ
ノ
オ
と
し
て
の
ア
キ
ラ
を
暗
殺
す
る
た
め
に
見

世
物
小
屋
を
襲
う
。し
か
し
透
明
人
間
で
あ
る
ア
キ
ラ
が
そ
こ
に
存
在
す
る
の
か
、

定
か
に
は
な
ら
な
い
。
見
世
物
小
屋
に
残
さ
れ
た
「
バ
ン
ダ
イ
」
に
つ
い
て
華
岡

は
言
う
。

華
岡
軍
医

私
を
捨
て
て
、
こ
こ
に
バ
ン
ダ
イ
を
置
い
た
バ
カ
モ
ノ
は
私
だ
。

こ
の
こ
と
を
バ
カ
モ
ノ
は
絶
対
に
忘
れ
な
い
。
バ
カ
モ
ノ
に
お
コ
ト
バ
が
下

り
、
あ
れ
か
ら
五
十
年
（
再
演
で
は
「
六
十
三
年
」
と
変
更
）
が
過
ぎ
た
。

ま
た
半
世
紀
が
過
ぎ
れ
ば
、こ
の
バ
カ
モ
ノ
が
広
げ
た
巨
大
な
大
風
呂
敷
は
、

な
ん
と
陳
腐
に
見
え
る
だ
ろ
う
。
あ
の
勅
命
が
下
っ
た
日
、
こ
の
二
十
一
世

紀
の
果
実
を
食
ら
い
、
百
年
の
眠
り
に
つ
い
た
の
は
我
々
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。（
中
略
）そ
う
し
て
百
年
の
眠
り
か
ら
さ
め
て
息
を
吹
き
か
え
し
た

こ
ろ
に
、
我
々
を
、
私
を
捨
て
て
ま
で
届
け
よ
う
と
し
た
二
十
世
紀
を
、
我
々

の
任
務
を
忘
れ
ら
れ
て
は
困
り
ま
す
。（
中
略
）我
々
の
二
十
世
紀
は
こ
の
バ

ン
ダ
イ
な
の
で
す
。（
第
二
十
四
場
140
ペ
ー
ジ
）

こ
の
長
科
白
は
、
全
体
の
論
理
と
し
て
は
破
綻
し
て
い
る
の
だ
が
、
非
常
な
迫

力
で
語
ら
れ
る
こ
と
で
鬼
気
迫
る
印
象
を
与
え
る
。
再
演
の
華
岡
軍
医
を
演
じ
た

手
塚
と
お
る
に
対
し
て
、
野
田
は
「
一
九
七
○
年
の
市
ヶ
谷
自
衛
隊
で
の
三
島
由

紀
夫
の
演
説
の
イ
メ
ー
ジ
」を
示
唆
し
た
と
い
う（
シ
ア
タ
ー
ト
ー
ク
で
の
談
話
）。

『
近
代
能
楽
集
』、『
サ
ド
侯
爵
夫
人
』
な
ど
現
在
で
も
上
演
さ
れ
続
け
る
優
れ
た

戯
曲
を
遺
し
た
劇
作
家
で
も
あ
っ
た
三
島
由
紀
夫
に
対
し
て
、
同
じ
劇
作
家
と
し

て
の
立
場
か
ら
、
そ
の

私
を
捨
て
た
」切
実
さ
と
行
為
と
し
て
の
愚
か
さ
に
、
鋭

い
批
評
を
与
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
一
九
五
五
年
生
ま
れ
の
野
田
に
と
っ

て
、
後
の
『
カ
ノ
ン
』（
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ
・
Ｍ
Ａ
Ｐ
第
八
回
公
演
）
で
取
り
上
げ
た
「
浅

間
山
荘
事
件
」「
三
億
円
強
奪
事
件
」と
同
時
期
に
起
こ
っ
た
三
島
の
自
決
は
、
自

ら
の
少
年
時
代
に
見
た
、
昭
和
の
「
原
風

10
）

景
」
と
し
て
、
記
憶
の
映
像
に
刻
み
込

ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
三
島
の
営
為
を
華
岡
軍
医
と

し
て
描
く
こ
と
自
体
が
「
二
十
世
紀
を
後
世
に
残
す
」
こ
と
そ
の
も
の
に
も
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

７

こ
の
よ
う
に
し
て
、
ア
キ
ラ
は
二
つ
の
集
団
に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ス
サ

ノ
オ
（
砂
の
王＝

砂
丘
の
王
に
意
味
が
ず
ら
さ
れ
て
い
く
。）
を
抹
殺
し
よ
う
と
す

る
華
岡
軍
医
一
派
と
、
怨
念
を
抱
き
な
が
ら
も
ア
キ
ラ
の
「
嘘
」
を
つ
く
ち
か
ら

に
す
が
ろ
う
と
す
る
「
黄ヨモ
泉ツイ
軍クサ
」、
コ
ト
ダ
マ
の
軍
勢
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
芸
能
に
対
し
て
、「
営
業
停
止
」を
命
令
す
る
公
権
力
あ
る
い
は
制

度
（
昭
和
天
皇
崩
御
前
後
の
メ
デ
ィ
ア
の
自
主
規
制
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
）
と
、

興
味
本
位
で
近
づ
き
、
人
気
が
翳
れ
ば
す
ぐ
に
踵
を
返
し
て
非
難
し
ゴ
シ
ッ
プ
の
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対
象
と
す
る
薄
情
な
大
衆
（
観
客
・
視
聴
者
）
に
、
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
合
わ
さ
れ

て
い
く
。

ア
キ
ラ
は
ケ
ラ
と
と
も
に
い
る
と
思
い
込
ん
だ
二
つ
の
軍
勢
は
、
砂
丘
に
逃
げ

た
ケ
ラ
を
追
い
つ
め
、
軍
医
た
ち
は
銃
口
を
向
け
る
。
い
な
い
ア
キ
ラ
に
向
け
て

銃
弾
が
放
た
れ
る
が
、
そ
の
瞬
間
、
砂
丘
に
真
っ
赤
な
噴
水
が
あ
が
る
。
こ
の
あ

た
り
か
ら
初
演
と
再
演
の
結
末
の
相
違
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
。

ま
ず
、
初
演
の
最
終
部
を
戯
曲
に
よ
っ
て
追
っ
て
み
る
。
初
演
の
記
録
写
真
に

よ
れ
ば
、
舞
台
上
に
実
際
の
噴
水
が
仕
込
ま
れ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
噴
水
が
実
際

に
あ
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ア
キ
ラ
は
登
場
し
な
い
。
透
明
人
間
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
で
血
の
噴
水
が
沸
き
上
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
客
と
ケ
ラ
以
外
の
登
場
人

物
に
は
、
ア
キ
ラ
は
銃
弾
で
死
ん
だ
と
予
測
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
華
岡
軍
医
ら
は
目

的
を
果
た
し
た
と
信
じ
、
舞
台
を
去
る
。
純
粋
な
ケ
ラ
も
ま
た
ア
キ
ラ
が
死
ん
だ

と
思
い
、「
二
十
一
世
紀
」の
ナ
シ
の
実
を
食
べ
て
百
年
の
眠
り
に
つ
く
。
サ
リ
バ

バ
と
コ
ト
ダ
マ
た
ち
は
ケ
ラ
の
死
を
悼
み
な
が
ら
鎮
魂
歌
を
歌
い
、
去
る
。
と
こ

ろ
が
、
ア
キ
ラ
が
砂
丘
に
姿
を
現
し
、
血
の
噴
水
は
ア
キ
ラ
の

嘘

で
あ
っ
た

と
言
う
。

透
ア
キ
ラ

ケ
ラ
！

ケ
ラ
！

見
た
か
、
俺
は
欺
し
ぬ
い
た
ぞ
。
誰
も
が
俺

を
死
ん
だ
と
思
っ
た
ん
だ
。
ケ
ラ
、
見
ろ
、
こ
い
つ
が
真
っ
赤
な
嘘
の
噴
水

だ
。
こ
い
つ
を
砂
丘
に
噴
き
あ
げ
た
。
こ
れ
で
、
も
う
誰
に
も
俺
は
追
わ
れ

な
い
。
さ
す
が
に
嘘
八
百
万
の
神
様
の
そ
の
ま
た
神
様
だ
け
の
こ
と
は
あ
る

だ
ろ
う
。（
第
二
十
五
場
151
ペ
ー
ジ
）

し
か
し
眠
り
か
ら
覚
め
な
い
ケ
ラ
の
側
で
、
ア
キ
ラ
も
ま
た
ナ
シ
の
実
の
残
り

を
食
べ
眠
り
に
つ
く
。
が
二
人
は
す
ぐ
に
目
覚
め
、「
二
十
一
世
紀
」の
ナ
シ
の
実

自
体
が

嘘

を
つ
い
た
、
つ
ま
り
、
百
年
の
眠
り
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
か
っ

た
こ
と
に
気
づ
く
。
二
人
は
砂
丘
を
出
て

嘘

が
広
が
っ
た
平
野
で
あ
る
二
十

一
世
紀
に
向
か
っ
て
い
く
。

こ
こ
で
緞
帳
の
日
の
丸
に
あ
っ
た
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
悲
劇
で
終

わ
っ
た
の
は
昔
の
こ
と
だ
」
が
生
き
て
く
る
。
一
昼
夜
の
仮
死
の
眠
り
を
本
当
の

死
と
思
い
死
ん
で
い
っ
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
悲
劇
の
カ
ッ
プ
ル
の
会
話
を
な
ぞ
り

な
が
ら
も
、
ア
キ
ラ
と
ケ
ラ
に
は
、
死
も
百
年
の
眠
り
も
訪
れ
な
い
。
あ
っ
け
な

く
ア
キ
ラ
の

嘘

と
ナ
シ
の
実
の

嘘

に
よ
っ
て
、
事
態
は
切
り
開
か
れ
、

二
人
の
愛
は
ま
っ
と
う
さ
れ
、
新
世
紀
へ
と
世
界
は
開
か
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は

嘘

、
つ
ま
り
言
葉
の
力
に
よ
っ
て
、
来
る
べ
き
新
世
紀
を
よ
り
創

造
的
な
時
代
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
楽
観
的
な
結
末
が
提
示
さ
れ
て
い

る
の
だ
。
現
在
と
な
っ
て
は
あ
ま
り
に
軽
薄
な
歴
史
観
だ
が
、
初
演
当
時
の
、
冷

戦
終
結
、
爛
熟
を
迎
え
た
日
本
の
バ
ブ
ル
景
気
、
昭
和
か
ら
平
成
へ
の
移
行
、
と

い
っ
た
出
来
事
の
渦
中
に
あ
っ
て
、
十
年
後
に
来
る
べ
き
新
世
紀
の
到
来
を
予
見

す
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
楽
観
主
義
が
現
れ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

誰
も
が
そ
う
し
た
予
感
を
持
つ
時
代
状
況
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ

ま
た
ベ
ロ
リ
と
皮
が
裏
返
っ
て
い
く
よ
。
あ
た
し
の
足
の
裏

で
。（
第
二
十
三
場
137
ペ
ー
ジ
）
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「
二
十
世
紀
の
大
晦
日
」
に
発
せ
ら
れ
た
、
こ
の
ケ
ラ
の
言
葉
は
、
敗
戦
と
同

様
の
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
価
値
観
の
反
転
が
、
ま
た
や
っ
て
き
た
の
だ
、
と
い
う

時
代
の
転
換
点
に
居
合
わ
せ
た
興
奮
を
伝
え
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
十
三
年
後
、
二
十
一
世
紀
を
実
際
に
迎
え
た
再
演
の
新
演
出
で
は

こ
の
最
終
部
が
大
き
く
改
変
さ
れ
た
。
華
岡
軍
医
ら
が
何
も
い
な
い
空
間
に
向
け

て
銃
弾
を
放
っ
た
途
端
、
そ
こ
に
ア
キ
ラ
が
駆
け
込
ん
で
き
て
銃
弾
に
あ
た
り
倒

れ
て
し
ま
う
。
新
演
出
で
は
舞
台
に
噴
水
は
備
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
科
白
だ

け
で
、
そ
こ
に
赤
い
血
の
噴
水
が
あ
が
っ
て
い
る
、
と
さ
れ
る
。
今
度
は
観
客
に

も
ア
キ
ラ
の
姿
が
見
え
て
い
る
の
で
（
ア
キ
ラ
は
再
演
の
演
出
で
は
、
全
身
青
い

衣
装
で
身
を
包
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
透
明
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
）
確
か

に
そ
こ
で
ア
キ
ラ
が
撃
た
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ケ
ラ
は
初
演
と
同
様
、
ア
キ
ラ

の
死
を
嘆
い
て
ナ
シ
の
実
を
食
べ
て
百
年
の
眠
り
に
つ
く
。
サ
リ
バ
バ
は
、
ケ
ラ

の
死
を
嘆
き
、
去
っ
て
い
く
。
続
い
て
、
つ
く
も
神
や
華
岡
軍
医
た
ち
、
登
場
人

物
が
次
々
と
舞
台
手
前
か
ら
舞
台
奥
に
ケ
ラ
へ
の
鎮
魂
の
詩
を
唱
え
な
が
ら
去
っ

て
い
く
。

神
々
た
ち

誰
か
が
長
い
、
長
い
ま
ば
た
き
を
始
め
た

響
き
の
砂
の
丘
の
上え
で

白
い
兎
が
眠
り
に
つ
い
た

夢
見
る
肌
を
、
癒
や
そ
う
と

長
い
、
長
い
ま
ば
た
き
を
始
め
た
（
第
二
十
五
場
150
ペ
ー
ジ
）

こ
こ
で
我
々
は
あ
ら
た
め
て
、
物
語
の
舞
台
で
あ
る
鳥
取
が

嘘

を
つ
い
た

が
ゆ
え
に
懲
ら
し
め
ら
れ
皮
を
は
が
れ
た
因
幡
の
白
兎
の
伝
説
の
舞
台
で
あ
っ
た

こ
と
を
想
起
す
る
。

嘘

の
敗
北
。
し
ば
ら
く
の
後
、
ア
キ
ラ
と
ケ
ラ
は
ゆ
っ
く

り
と
起
き
上
が
り
、
微
笑
み
あ
っ
て
舞
台
奥
に
歩
い
て
い
く
。
溶
暗
。
終
幕
で
あ

る
。ア

キ
ラ
は

嘘

に
よ
っ
て
よ
み
が
え
ら
な
い
。
ナ
シ
の
実
も

嘘

を
つ
か

な
い
。
こ
こ
か
ら
後
の
科
白
は
カ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
と
て
も
美
し
い
幕
切

れ
だ
が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
二
人
は
や
は

り
よ
み
が
え
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
ア
キ
ラ
は
死
に
、
ケ
ラ
が
百
年
後

に
よ
み
が
え
る
の
か
ど
う
か
、
解
釈
は
観
客
各
人
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
ま
ま
な
の
だ

ろ
う
か
。
舞
台
に
は
何
も
な
く
な
っ
た
砂
丘
の
広
大
な
空
間
だ
け
が
残
さ
れ
る
。

悲
劇
で
な
く
な
っ
た
は
ず
の
新
世
紀
の
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
は
悲
劇
に

戻
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
長
谷
部
評
は
「
ふ
た
り
は
手
を
結
び
あ
う
こ
と

さ
え
せ
ず
に
、
親
し
い
距
離
を
保
っ
た
ま
ま
、
ひ
と
り
の
男
と
女
と
な
っ
て
、
迷

う
こ
と
な
く
ひ
た
す
ら
未
来
に
向
か
っ
て
、
歩
み
去
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。」と

き
れ
い
に
ま
と
め
て
い
る
。
が
、
果
た
し
て
そ
う
か
。
ア
キ
ラ
と
ケ
ラ
、
芸
能
者

の
子
孫
は
未
来
に
生
き
延
び
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

新
国
立
劇
場
の
「
シ
ア
タ
ー
ト
ー
ク
」
に
お
い
て
野
田
自
身
は
、
最
終
部
改
変

の
意
図
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
「
詐
欺
師
の
コ
ト
バ
、
と
い
う
の
は
モ
ノ
、
あ
る
い

は
世
界
を
作
っ
て
い
く
人
た
ち
の
営
為
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
初
演
の
時
は
そ

こ
に
自
分
も
希
望
を
置
い
て
い
た
」
と
い
う
趣
旨
の
話
の
後
に
、
今
回
の
改
変
は

220

三
三

嘘
と
新
世
紀

｜
｜
野
田
秀
樹
『
透
明
人
間
の
蒸
気
』
再
演
を
読
む



そ
う
い
う
希
望
に
対
す
る
「
自
分
な
り
の
不
信
表
明
」
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
た

（
筆
者
の
記
憶
と
メ
モ
に
よ
る
）。
さ
ら
に
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
司
会
者
が
、
野
田

自
身
の
個
人
的
な
変
化
に
よ
る
も
の
か
、
時
代
の
変
化
に
よ
る
も
の
か
と
質
問
を

し
、
そ
れ
に
対
し
て
は
「
両
方
」
で
あ
る
と
答
え
た
。
こ
れ
も
ま
た
談
話
で
あ
る

か
ら
、
慎
重
に
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ほ
ぼ
言
葉
ど
お
り
に
と
っ
て
間
違

い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

冷
戦
終
結
に
よ
っ
て
、
世
界
平
和
の
実
現
に
向
か
う
か
と
思
わ
れ
た
九
○
年
代

は
、
む
し
ろ
民
族
対
立
を
激
化
さ
せ
、
地
域
紛
争
が
頻
発
し
た
。
日
本
は
バ
ブ
ル

崩
壊
に
よ
っ
て
、
空
白
の
十
年
を
強
い
ら
れ
、
バ
ブ
ル
期
の
熱
気
が
い
か
に
根
拠

の
な
い
薄
っ
ぺ
ら
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
そ
し
て
希
望
を

持
っ
て
迎
え
た
新
世
紀
は
、
最
初
の
年
に
９
・
11
の
同
時
多
発
テ
ロ
に
よ
っ
て
血

塗
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
戦
後
の
価
値
観
は
反
転
せ
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
普
及

し
た
が
そ
れ
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
言
葉
は
さ
ら
に
軽
く
な
り
、
よ
り

透
明

度

を
増
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ら
現
実
の
上
に
再
演
を
成
り
立
た
せ
る
と
し
た
ら
、

ど
う
あ
っ
て
も
最
終
部
の
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
は
削
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。こ

う
し
て
改
変
さ
れ
た
最
終
部
、
ア
キ
ラ
は
銃
弾
を
受
け
て
倒
れ
た
ま
ま
だ
。

そ
し
て
ケ
ラ
は
ナ
シ
の
実
の
力
を
信
じ
て
百
年
の
眠
り
に
つ
く
。

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ

百
年
眠
っ
て
目
を
さ
ま
し
た
ら
、
そ
の
こ
と
を
あ
た
し
に
思

い
出
さ
せ
て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
ど
う
か
、
こ
の
あ
た
し
の
眠
り
で
、
今
日

の
足
跡
で
汚
れ
た
砂
丘
の
肌
か
ら
、
砂
丘
に
眠
る
人
を
甦
ら
せ
て
下
さ
い
。

（
第
二
十
五
場
149
ペ
ー
ジ
）

ケ
ラ
が
希
望
を
託
し
た
百
年
後
に
、我
々
も
希
望
を
託
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ケ
ラ
が
百
年
後
に
本
当
に
眠
り
か
ら
覚
め
、
そ
の
眠
り
に
よ
っ
て
ア
キ
ラ
も
甦
る

か
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
二
人
が
ゆ
っ
く
り
と
目
を
覚
ま
し
、
微
笑

み
を
交
わ
し
て
立
ち
上
が
っ
て
歩
き
始
め
た
最
終
部
は
、
百
年
後
の
二
人
の
姿
な

の
か
も
し
れ
な
い
。
二
十
一
世
紀
へ
の
希
望
は
、
二
十
二
世
紀
へ
と
先
延
ば
し
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

『
透
明
人
間
の
蒸
気
』
初
演
に
お
い
て
は
、

嘘

を
つ
く
詐
欺
師
、
透
ア
キ
ラ

の
営
為
に
こ
そ
、
希
望
が
託
さ
れ
て
い
た
。
ア
キ
ラ
は

嘘

に
よ
っ
て
状
況
を

切
り
開
き
、

無
垢

な
ケ
ラ
を
導
き
、
新
世
紀
に
進
ん
で
い
っ
た
。
し
か
し
再
演

で
は
ア
キ
ラ
の
力
に
は
重
き
が
置
か
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
実
際
に
劇
作
を
続
け
な

が
ら
（
詐
欺
師
の
「
コ
ト
バ
」
を
紡
ぎ
な
が
ら
）
新
世
紀
を
迎
え
た
劇
作
家
自
身

の
実
感
で
あ
ろ
う
。「
コ
ト
バ
」に
よ
っ
て
世
界
は
変
ら
な
か
っ
た
。
作
家
は
そ
う

感
じ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

11
）

い
。
再
演
の
最
終
部
に
は
そ
う
し
た
絶
望
の
表
明
が

あ
る
。
し
か
し
か
す
か
な
希
望
は
、
ケ
ラ
に
よ
っ
て
繫
げ
ら
れ
て
い
る
。
ア
キ
ラ

は
死
ん
だ
が
、ケ
ラ
の
眠
り
に
よ
っ
て
、つ
ま
り
コ
ト
バ
の
力
を
信
じ
る
力
に
よ
っ

て
、
甦
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ

無
垢

に
信
じ
る
こ
と
に
、
野
田
は
百
年
後

の
希
望
を
託
し
た
の
だ
と
言
え
る
。

嘘
を
つ
く
こ
と

と

嘘
を
信
じ
る
こ
と

の
野
田
演
劇
に
お
け
る
位
相
の

変
化
は
、
こ
の
先
に
二
○
○
四
年
の
も
う
一
つ
の
再
演
作
『
赤
鬼
』
の
「
と
ん
び
」

と
「
水ミズ
銀カネ
」
と
い
う
登
場
人
物
の
位
相
を
お
い
て
み
る
と
さ
ら
に
興
味
深
い
。
が
、
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そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
と
思
う
。

注１
）

公
演
期
間

二
〇
〇
四
年
三
月
十
七
日
〜
四
月
十
三
日

全
32
ス
テ
ー
ジ
。
作
・
演
出

野
田
秀
樹
、
衣
装

日
比
野
克
彦
、
美
術

堀
尾
幸
雄

他

２
）

宮
沢
り
え
は
、
そ
の
後
、「
第
４
回
朝
日
舞
台
芸
術
賞
」（
朝
日
新
聞
社
）の
二
〇
〇
四

年
上
半
期
の
受
賞
候
補
と
な
っ
て
い
る
（
二
〇
〇
四
年
十
二
月
現
在
）。

３
）
「
シ
ア
タ
ー
ト
ー
ク
」出
演
者
は
、
野
田
の
他
、
日
比
野
克
彦

衣
装
）、
堀
尾
幸
雄

美

術
）、
矢
野
森
一
（
舞
台
監
督
）。
司
会
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
堀
尾
正
明
。

４
）

Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
『
透
明
人
間
の
蒸
気
』
二
〇
〇
四
年
七
月
十
九
日
放
映

５
）
『
贋
作
・
桜
の
森
の
満
開
の
下
』
は
、
九
二
年
に
日
本
青
年
館
他
で
再
演
。
二
〇
〇
一

年
に
も
新
国
立
劇
場
で
再
々
演
。『
透
明
人
間
の
蒸
気
』
が
『
贋
作
・
桜
の
森
の
満
開
の
下
』

に
続
く
二
作
目
の
新
国
立
劇
場
上
演
作
で
あ
る
こ
と
も
興
味
深
い
。

６
）

「「
こ
と
ば
に
つ
く
魂
め
ぐ
り
…
」

ゆ
れ
る
現
代
の
日
本
人
を
描
く

野
田
秀
樹
」、

『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
一
年
八
月
十
六
日
夕
刊
記
事

７
）
「
海
の
皮
膚
」、
長
谷
部
浩
『
４
秒
の
革
命

東
京
の
演
劇

1982

1992
』
河
出
書
房
新
社

一
九
九
三
年
八
月
十
六
日

８
）

こ
う
し
た
芸
能
者＝

賎
民
と
い
う
図
式
、
ま
た
天
皇
制＝

芸
能
と
い
う
捉
ら
え
方
は

は
、
野
田
が
歴
史
学
者
網
野
善
彦
の
著
作
を
通
じ
て
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、

『
ユ
リ
イ
カ

詩
と
批
評

総
特
集

野
田
秀
樹
』
に
所
収
の
中
沢
新
一
と
の
対
談
「
天
皇

制
と
い
う

芸
能

」
の
中
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

９
）

『
の
ら
く
ろ
』
は
昭
和
七
年
よ
り
十
四
年
ま
で
連
載
さ
れ
た
田
川
水
泡
の
漫
画
。『
ロ

ボ
ッ
ト
三
等
兵
』は
昭
和
三
十
三
年
か
ら
連
載
さ
れ
た
前
谷
惟
光
の
漫
画
。『
愛
染
か
つ
ら
』

は
川
口
松
太
郎
原
作
の
小
説
の
題
名
。
昭
和
十
三
年
に
松
竹
が
映
画
化
し
、
主
題
歌
の「
旅

の
夜
風
」
と
と
も
に
人
気
を
博
し
た
。
な
お
「
華
岡
軍
医
」
は
劇
中
の
科
白
か
ら
も
わ
か
る

が
「
華
岡
青
洲
」
よ
り
来
て
い
る
。
華
岡
青
洲
は
江
戸
中
期
の
医
師
で
あ
り
、
日
本
で
始
め

て
麻
酔
手
術
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
が
麻
酔
の
実
験
台
に
自
分
の
妻
を
使
っ
た
こ
と
を
含
め

て
、
有
吉
佐
和
子
の
小
説
『
華
岡
青
洲
の
妻
』（
一
九
六
六
年
）
で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
同
作
は
そ
の
後
映
画
化
、
戯
曲
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
華
岡
を

含
め
て
、
こ
の
一
団
は
す
べ
て
戦
前
・
戦
後
を
含
め
た
昭
和
期
の
メ
デ
ィ
ア
ス
タ
ー
と
い
う

こ
と
も
で
き
る
。

10
）

野
田
秀
樹
『
二
十
世
紀
最
後
の
著
作
集
』（
新
潮
社

二
〇
〇
〇
年
九
月
）
所
収
の「
カ

ノ
ン
」
の
解
説
（
も
と
も
と
は
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
載
せ
た
文
章
）に
お
い
て
、
野
田
は
、

敗
戦
世
代
の
共
通
の
原
風
景
が
焼
け
野
原
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
ワ
レ
ワ
レ
」
の
世
代
の

共
通
の
原
風
景
は
バ
ー
チ
ャ
ル
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
し
て
、「
カ
ノ
ン
」
を
「
僕
の

中
に
30
年
ほ
ど
前
に
、
焼
き
つ
い
た
ひ
と
つ
の
バ
ー
チ
ャ
ル
原
風
景
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い

る
。」
と
し
、
ま
た
「
今
な
お
私
の
頭
の
中
に
の
こ
る
強
烈
で
不
可
解
で
謎
の
ま
ま
の
一
枚

の
風
景
画
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

11
）

あ
る
い
は
、
劇
団
解
散
後
、
続
け
ら
れ
て
い
る
ロ
ン
ド
ン
で
の
演
劇
活
動
を
通
じ
て
、

日
本
語
の
言
葉
遊
び
を
中
心
に
置
く
自
ら
の
劇
作
が
、
外
国
語
へ
の
翻
訳
に
対
し
て
い
か

に
無
力
で
あ
る
か
を
感
じ
た
こ
と
も
こ
の
言
葉
の
力
へ
の
不
信
表
明
に
響
い
て
い
る
と
い

う
面
も
あ
る
だ
ろ
う
。
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』
新
潮
社

一
九
九
八
年
三
月
二
五
日

野
田
秀
樹
『
透
明
人
間
の
蒸
気
』
新
潮
社

二
〇
〇
四
年
三
月
五
日

Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｐ
公
演
記
録

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
野
田
地
図
』

h
ttp
: //w

w
w
.n
o
d
a
m
a
p
.co

m
/
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三
五

嘘
と
新
世
紀

｜
｜
野
田
秀
樹
『
透
明
人
間
の
蒸
気
』
再
演
を
読
む




